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統一地方選挙啓発事業



平成31年４月７日執行鹿児島県議会議員選挙啓発推進事業要綱

第１ 趣 旨

明るい選挙を実現するためには，すべての県民が選挙の意義を自覚し，選挙のルー

ルを守り，進んで投票に参加することが必要である。

このため，今回の鹿児島県議会議員選挙においては，きれいな選挙の推進と投票参

加の呼びかけを重点に，投票率の低下傾向に歯止めをかけるための啓発事業を行うこ

ととする。

また，選挙区や議員定数のほか，期日前投票や不在者投票等の投票方法等の周知徹

底を図り，この選挙が円滑に執行されるよう配慮するものとする。

第２ 重点事項

１ きれいな選挙の推進

選挙の正しいルールについて，一層の周知徹底を図り，買収・供応等の悪質な選

挙違反を一掃し，選挙人が自由な意思で投票をすることができるようにする。

また，県政における県議会の役割に対する認識を一層深め，政党等や候補者の主

義・主張を十分見極めて，自覚ある投票をするように呼びかけることとする。

２ 投票参加の推進

選挙は，主権者たる県民が県政に参加する最も重要で基本的な手段であり，投票

することが主権者たる県民の権利であるとともに，民主政治の健全な発展に不可欠

であることを周知徹底する。

また，近年の選挙においては，特に将来を担う若年層を中心に投票率の低下傾向

が続いており，18歳の方々を初めとした若年層の選挙に対する意識の高揚に努める

とともに，各種広報媒体の効果的な活用を図るほか，投票喚起に重点を置いた積極

的な啓発を実施する。

３ 投票方法等の周知徹底

期日前投票制度や不在者投票制度など投票方法について引き続き周知に努めると

ともに,有権者の投票環境の向上を図るため，期日前投票の投票時間の弾力的な設定

及び移動支援等の取組を実施するに当たっては，その内容の周知に努める。

また，指定施設における不在者投票が，法令に基づき厳正に執行されるよう事務

説明会や資料等の充実に努める。

第３ 啓発事業の進め方

県及び市町村の選挙管理委員会が主体となり，明るい選挙推進協議会をはじめ学生

投票率100％をめざす会，報道機関，社会教育機関等，関係機関の積極的な協力も得な

がら，啓発事業を推進する。
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１　統一地方選挙啓発事業の概要

（１）県議会議員選挙に係る啓発事業要綱



第４ 実施事業

選挙区，選挙期日，投票方法等の周知を図るとともに，きれいな選挙の推進及び投

票参加を呼びかけるため，以下の事業を実施する。

１ 県が実施する啓発事業

文書等による啓発

ア ポスター・チラシによる啓発

県が作成する啓発用ポスターを市町村，関係団体等に配布する。

イ 広報誌等による啓発

県が発行する広報誌等を利用した啓発を行う。

ウ 選挙公報による啓発

選挙公報の紙面余白を利用した広報を行う。

広告塔等による啓発

ア 懸垂幕による啓発

懸垂幕（投票日入り）を作成し，県地域振興局本庁舎等主要な場所に掲出する

とともに各市町村に配付し，それぞれの庁舎に掲出する。

イ 電光ニュースによる啓発

電光ニュースを利用した広報を行う。

マスコミによる啓発

ア テレビ放送による啓発

テレビ放送によるテレビスポット放送広告を利用した広報を行う。

イ ラジオ放送による啓発

ラジオ放送によるラジオスポット放送広告を利用した広報を行う。

ウ 新聞による啓発

新聞の広告紙面を利用して，投票日の周知等の広報を行う。

放送設備による啓発(職域放送による啓発)

県地域振興局本庁舎等の庁内放送を利用した広報を行う。

自動車等による啓発

ア 広報車による啓発

県広報車を巡回運行させ，投票日の周知と棄権防止を呼びかける。

イ 車内広告による啓発

市電，路線バス等へのポスター等貼付による広報を行う。
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その他の啓発

ア 市町村への啓発依頼

市町村に対し，それぞれの管内における選挙人に対する啓発強化推進について，

協力依頼する。

イ 企業等への啓発依頼

企業や関係団体等への訪問，文書による協力依頼等必要な啓発事業を実施する。

ウ 街頭啓発

街頭啓発活動による広報を行う。

特に，若者等に対する街頭啓発を行い，若年層の投票参加を呼びかける。

この呼びかけには，できるだけ若者の協力をもらい，若者が若者に対して呼び

かけるように工夫する。

エ インターネットによる啓発

県ホームページ，SNSなどインターネットを活用した選挙期日や選挙の正しい

ルール等の広報を行う。

オ 不在者投票指定施設への啓発

不在者投票事務従事者の職務内容や心構えを明確にするため，文書により注意

喚起を行う。

２ 市町村が実施する事業

ポスターによる啓発

県から配布される啓発用ポスターを，庁舎，公民館，商業施設，バスターミナル

等に掲示するとともに，県から配付される啓発用資材及び市町村独自で作成する資

材等を利用した広報を行う。

懸垂幕等による啓発

市役所，町村役場の庁舎等に懸垂幕，横断幕等を掲出する。

放送設備による啓発

ア 有線放送等による啓発

市町村又は集落等所有の有線放送等を利用した広報を行う。

イ 庁内放送による啓発

市役所，町村役場の庁内放送を利用した広報を行う。

その他

上記事業のほか，企業や関係団体等への訪問，文書による協力依頼等，それぞれ

の市町村の実情に応じ，創意，工夫をこらして，この運動の趣旨に沿った事業を積

極的に展開し，明るい選挙の推進と投票参加への自覚を促すものとする。
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19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30 31 1 2 3 4 5 6

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 土 日 月 火 水 木 金 土

文
書

啓発ポスター ○ 官公署，事業所等に配布  ＪＲ駅貼り等

電光ニュース ○ 鹿児島中央駅（アミュビジョン）

懸垂幕 ○ 官公署，山形屋など

テレビスポット ○ 民放４社

ラジオスポット ○ 民放３社

新聞等広告 ○ ○ ◎ ○ 予定　４日間（合計５段）

放
送

職域放送 ○ 官公署等

公用車 ○ 県関係機関

車内広告 ○ 路線バス，電車，ＪＲ，ＪＲ駅

音
声

広報用CD，SDカード ○ 県関係機関，市町村用

市町村，企業等協力依頼 文書依頼

インターネット ○ 動画広告（YouTube）

街頭啓発 ○ ○ 3/30（天文館周辺），4/6（中央駅周辺）

浴場ポスター広告 ○ 市内34カ所の温泉施設

ＳＮＳ拡散施策 STEPとの協業による動画拡散

そ
の
他

（２）県議会議員選挙啓発事業スケジュール

備　　　　　考

広
告
塔
等

マ
ス
コ
ミ

投
票
日

告
示
日

啓発事業の種類 以前
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（３）県議会議員選挙における啓発事業

媒体名 事業概要 実施期間

テレビスポットＣＭ
鹿児島テレビ放送　15秒CM　30本　，　鹿児島放送　15秒CM　30本
鹿児島読売テレビ　5秒・15秒　各30本　，　南日本放送　5秒・15秒CM　各30本

3月24日～4月7日

ラジオスポットＣＭ ＦＭかごしま，ＦＭうけん，ＦＭせとうち　（各局）20秒ＣＭ　30本 3月24日～4月7日

市電　47台　，　市バス　165台 3月27日～4月7日

交通広告（車内・駅） 鹿児島交通　190枚　，三州自動車　10枚　，　（株）しまバス　50枚 3月27日～4月7日

ＪＲ駅貼　18枚 3月27日～4月7日

ポスター Ｂ２：　2,615枚　，　Ｂ３：　4,087枚 3月22日～4月7日

インターネット動画広告 ＹｏｕＴｕｂｅ 3月25日～4月7日

懸垂幕・看板 懸垂幕113枚 3月26日～4月7日

電光ニュース アミュビジョン　503本（テレビスポットＣＭを放映） 4月1日～4月7日

広報用ＣＤ・ＳＤカード ＣＤ：69枚，ＳＤカード：55枚作成
（県関係機関，市町村選挙管理委員会へ配布，公用車等を用いた呼びかけを実施）

3月25日～4月7日

街頭啓発・イベント等 『街頭啓発の事業概要』のとおり

啓発資材 ウエットティッシュ　計5,000個

その他（公衆浴場広告） B3ポスター　54枚 3月26日～4月7日

その他
（TV，ラジオパブリシティ）

鹿児島テレビ放送　，鹿児島放送　，鹿児島読売テレビ　，南日本放送　（各60秒）

（鹿児島読売テレビ）3月29日
（鹿児島放送）4月1日
（南日本放送）4月2日

（鹿児島テレビ放送）4月5日

その他（新聞広告） 南日本新聞　5段1/4，全5段
3月28日，3月31日，4月6日，

4月7日

街頭啓発の事業概要
＜天文館＞
　　日　 時：　平成31年３月30日（土）　午後１時から２時間程度
　　参加者：　鹿児島県明るい選挙推進協議会委員，学生投票率100％をめざす会，鹿児島県市町村課職員，鹿児島県選管職員
　　　　　　　　鹿児島市明るい選挙推進協議会委員，鹿児島市選管職員，選挙コンシェルジュ鹿児島
　　啓発物資：　ウエットティッシュ　　2,000個
　　内　容：　オリジナルのはっぴや襷，めいすいどんの着ぐるみ等を着用し，啓発物資を配布しながら投票参加を呼びかけた。

＜イオンモール鹿児島＞
　　日　 時：　平成31年４月６日（土）　午後１時から２時間程度
　　参加者：　鹿児島市明るい選挙推進協議会委員，鹿児島市選管職員，選挙コンシェルジュ鹿児島
　　啓発物資：　ウエットティッシュ　　1,000個
　　内　容：　オリジナルのはっぴや襷等を活用し，啓発物資を配布しながら投票参加を呼びかけた。

＜鹿児島中央駅＞
　　日　 時：　平成31年４月６日（土）　午後１時から２時間程度
　　参加者：　鹿児島県明るい選挙推進協議会委員，学生投票率100％をめざす会，鹿児島県市町村課職員，鹿児島県選管職員
　　啓発物資：　ウエットティッシュ　　1,200個
　　内　容：　オリジナルのはっぴや襷，めいすいどんの着ぐるみ等を着用し，啓発物資を配布しながら投票参加を呼びかけた。
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（４）テレビスポット等による啓発
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（５）県議会議員選挙に係る各種通知文
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（各大学，各短期大学，専門学校長，各高等専門学校の長　様）
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099-286-2237
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平成31年４月７日執行の鹿児島県議会議員選挙に係る

鹿児島県選挙管理委員会委員長談話

４月７日は鹿児島県議会議員選挙の投票日です。

今回の選挙は，選挙権年齢が18歳以上に引き下げられてから初めての鹿児島県

議会議員選挙であり，今後の鹿児島の進路を方向づける極めて重要な選挙であり

ます。

申すまでもなく，選挙は民主主義の根幹をなすものであり，私たちが主権者と

して自ら政治に参加し，その意思を反映させることのできる大切な機会です。

有権者の皆様におかれましては，このことを十分に認識され，主権者としての

良識のもとに，候補者の政見等を冷静に判断して，棄権することなく，鹿児島の，

そして皆様の明日を託すに足る代表者を選ばれることを希望します。

特に，若い世代の方々には，投票することの意義を考えていただき，棄権は鹿

児島と自分自身の未来につき無責任を決め込むことにつながるという点をよく認

識され，若い英知を傾けて，必ず投票に参加していただくよう強く期待します。

平成31年４月５日

鹿児島県選挙管理委員会

委員長 松下 良成
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（６）委員長談話
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（検　　挙）

選挙種別

罪種別 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

（警　　告）
選挙種別

罪種別 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

事 前 運 動 15 15 2 2 17 17

文 書 掲 示 56 56 1 1 57 57

文 書 頒 布 17 17 2 2 1 1 1 1 21 21

気勢を張る行為 1 1 1 1

街頭演説の制限 0 0

連 呼 1 1 1 1

そ の 他 10 10 1 1 4 4 2 2 17 17

計 100 100 0 0 6 6 5 5 3 3 114 114

（　）書きは逮捕者数内書き

県　議 市　長 市　議 町村長 町村議 計

年齢満18年未満の
者の選挙運動禁止

計

詐 欺 投 票

文 書 違 反

自 由 妨 害

寄 附 の
制 限 違 反

買 収

戸 別 訪 問

２　統一地方選挙違反件数調

県　議 市　長 市　議 町村長 町村議 計

0 0 0 0 0

（注）投票後90日後

0

0

0

0

0

0

0

0
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